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プ
ラ
カ
ー
ド
で
「
賃
金
・
単
価
大
幅
引
上
げ
」

「
建
設
国
保
育
成
・
強
化
」
を
強
く
訴
え
る

（広島建労HP）

（広島建労HP）

要
求
実
現
に
全
国
の
仲
間
が
意
思
統
一

規模縮小で３年ぶりに開催
広島８人参加で決議を採択

　

【
書
記
長
・
藤
岡
祐
二
】
全
建
総
連
は
、
６
月
29
日(

水)

に

東
京
・
日
比
谷
公
園
音
楽
堂
で
、
「
全
建
総
連
６
・
29
賃
金
・

単
価
引
き
上
げ
・
予
算
要
求
中
央
総
決
起
大
会
」
を
開
催
し
、

48
県
連
・
組
合
か
ら
１
７
９
６
人
の
仲
間
が
参
加
し
ま
し
た
。

中央総決起大会

自
力
で
水
を
飲
め
な

い
、
意
識
が
な
い
場
合

は
、
た
だ
ち
に
救
急
隊

を
要
請
し
ま
し
ょ
う
！

熱中症の発生は７～８月がピークになります。
熱中症を正しく理解し、予防に努めてください。

1 労働安全標語・職人川柳
　 を募集
1 アンケートに答えると
　 抽選でクオカードが!!
2 丸のこ・足場特別教育を
　 開催します
4 各地連から
建設国保関連記事の掲載：3面

今月の紙面

第
66
期
建労会館

建設委員会

次回の委員会は9月に開催予定です。

第4回

・解体工事が始まり、完了予定は
10月頃
・法令に準じ、アスベスト対策を
行います
・地下１階、地上２階建ての建労
会館10月着工予定

■熱中症の予防法
熱中症の予防には、「水分補給｣と
｢暑さを避けること｣が大切です！

引き続き熱中症に注意を!

■熱中症になったときは…
１．涼しい場所へ避難させる
２．衣服を脱がせ、身体を冷やす
３．水分・塩分を補給する

　今年度、教宣部では川柳の募集を行います。
　最優秀賞に選ばれた作品は、広建新報2023年1月
10日号で発表します。以下の応募要項に従って、
ご応募ください。
皆さんもぜひホームページか
ら作品を見て投票（投票には
Googleのアカウントが必要）
なさってみてください。

参加資格 ： 組合員とその家族
応募要項 ： 1人1作品。
　川柳にはテーマを設けておりませんが、応募は
未発表作品に限ります。必ず応募票をハガキま
たはFAXに貼り、川柳を広島建労教宣部 （〒733-
0861　広島市西区草津東1-7-32　FAX：082-294-
0248）宛にお送りいただくか、広島建労ホームペー
ジからご応募ください。

賞　 ：最優秀賞 1本…賞状、クオカード5千円分
優 秀 賞 2本…賞状、クオカード3千円分
佳　　作 4本…賞状、クオカード千円分

受付期間 ： ８月10日（水）～10月28日（金）まで
投票期間 ： 11月１日（火）～11月18日（金）まで

（投票は1作品につき、最大1投票）
発　　表 ： 広建新報2023年1月10日号

「職人川柳」応募票
組合員氏名

応募者氏名

住　　　所

所 属 地 連 　第　　地連

職人川柳の募集

機関紙＆ＨＰ
読者アンケート

　安全意識の向上と普及を目指すため、今年も下記の要項に
沿って「労働安全標語」募集し、最優秀作品は来年度の広
島建労安全対策部スローガンにします。ぜひご応募ください。

内　　容：労働安全に関する標語
文 字 数：できるだけ分かりやすい表現で簡潔なもの
応 募 先：各地連事務所

（県本部へ投稿があった場合、地連事務所へ転送）
募集期間：8月～11月末日まで
謝　　礼：最優秀1本5千円・優秀1本3千円・佳作3本2千円（商品券にて）
応募資格：組合員さんと、そのご家族（1人1作品まで）
選　　考：12月初旬
※入賞作品5本は、全建総連「労働安全標語募集」企画に、広島建労の代

表作品として応募します。

　皆様の意見を「広建新報」
および「広島建労ホームペー
ジ」に反映させ、内容の充実化
を図るため、組合員の皆さんを
対象に読者アンケートを
実施します。アンケート
にご協力いただくと、抽
選でクオカードがもらえ
ますので奮ってご参加く
ださい。

参加資格 ： 組合員
応募要項 ：広島建労ホームページ
の新着情報リンクアドレスからご応
募ください。
謝　　礼 ：アンケートにご協力い
ただいた組合員の中から、抽選で
20人の方にクオカード500円分を
進呈。
実施期間 ： 8月10日（水）～10月28日（金）まで

安全対策部

教育宣伝部

教育宣伝部

「労働安全標語」を募集

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、

中
央
総
決
起
大
会
の
開
催
は
２

０
１
９
年
以
来
、
３
年
ぶ
り
。

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
規
模
を

縮
小
し
て
デ
モ
行
進
は
行
わ
ず
、

広
島
か
ら
は
８
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

東
京
は
連
日
の
猛
暑
で
、
体

感
温
度
は
40
〜
50
度
を
超
え
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
く

ら
い
の
暑
さ
で
し
た
。
そ
の
よ

う
な
中
、
全
国
の
仲
間
と
と
も

に
、
各
政
党
か
ら
激
励
の
あ
い

さ
つ
を
受
け
、
各
省
庁
交
渉
、

青
年
部
の
決
意
表
明
、
集
会
決

議
の
採
択
を
行
い
、
プ
ラ
カ
ー

ド
ア
ク
シ
ョ
ン
で
今
後
の
闘
争

に
向
け
て
意
思
統
一
を
図
り
ま

し
た
。

　

各
省
庁
の
う
ち
、
財
務
省
交

渉
で
は
、
全
建
総
連
が
実
施
し

た
イ
ン
ボ
イ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
の

集
計
結
果
を
解
説
し
た
上
で
、

一
人
親
方
層
へ
制
度
の
周
知
が

進
ん
で
い
な
い
こ
と
を
指
摘
。

免
税
事
業
者
で
あ
る
一
人
親
方

が
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と

や
、
事
業
者
の
準
備
が
進
ん
で

い
な
い
結
果
を
示
し
、
制
度
の

見
直
し
・
延
期
を
求
め
ま
し
た
。

　

基
調
報
告
で
全
建
総
連
・
勝

野
書
記
長
は
、
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
な
ど
に
よ
る
資
材
価
格
高

騰
や
納
期
遅
延
の
影
響
が
深
刻
」

「
政
府
全
体
で
支
援
を
行
っ
て

ほ
し
い
」
な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。

　

大
会
決
議
は
拍
手
で
採
択
さ

　

輪
場
直
幸
さ
ん
（
第
７
地
連
）

　

初
め
て
決
起
大
会
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
国
会

議
員
の
祝
辞
に
、
国
の
基
幹
産

業
の
建
設
業
の
一
員
で
あ
る
こ

と
を
誇
り
に
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
仲
間
の
声
を
結
集
し

て
粘
り
強
く
行
政
に
要
請
す
る

参
加
者
の
声

れ
、
閉
会
あ
い
さ
つ
、
「
賃
金
・

単
価
大
幅
引
上
げ
」
「
建
設
国

保
育
成
・
強
化
」
と
青
と
黄
色

に
印
刷
さ
れ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
ア

ク
シ
ョ
ン
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ

で
大
会
は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
し
、
全

国
青
協
の
決
意
表
明
に
は
青
年

部
の
頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
、

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
、
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

救
済
な
ど
、
取
り
組
む
課
題
が

山
積
み
で
、
我
々
役
員
の
責
務

の
重
大
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

６・29

こまめに
水分補給
をしよう
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和風焼き板で塀を制作

若
い
仲
間
も
参
加
し
て
遊
具
を
塗
装

沼隈支部から技術奉仕に参加の皆さん

午前参加の親子12組、多目的棚が完成!

25日に新築した西城中野バス停

組
合
員
10
人
で
奉
仕
活
動

コ
ン
テ
ナ
置
き
場
を
新
設

学
校
、
役
所
で
技
術
奉
仕

若
い
仲
間
も
安
全
に
参
加

親
子
木
工
教
室
に
26
組

多
目
的
棚
製
作
に
苦
戦

３
年
ぶ
り
に
住
宅
デ
ー

２
日
間
各
地
区
で
実
施

　

【
沼
隈
支
部
・
教
宣
部
長
・

野
﨑
展
弘
】
６
月
26
日(

日)

に

沼
隈
支
部
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
で
10
人
の
組
合
員
と
技
術
奉

仕
活
動
、
住
宅
デ
ー
を
行
い
ま

し
た
。

　

作
業
内
容
は
沼
隈
社
会
福
祉

　

【
副
地
連
長
・
谷
本
信
志
】

６
月
19
日(

日)

に
江
田
島
市
内

の
学
校
施
設
、
市
役
所
施
設
で

　

【
住
対
専
門
委
員
・
松
本
寿

司
】
６
月
26
日(

日)

、
第
８
地

連
広
島
西
会
館
で
小
学
生
対
象

の
親
子
木
工
教
室
「
多
目
的
棚
」

の
製
作
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
予
防
の
た
め
、
午
前
と

午
後
に
分
け
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

【
教
宣
専
門
委

員
・
金
島
幹
昌
】

第
12
地
連
庄
原
は

住
宅
デ
ー
を
６
月

25
日(

土)

、
26
日

(

日)

に
行
い
ま
し

た
。

　

本
年
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
な

ど
で
住
宅
デ
ー
が

３
年
ぶ
り
の
開
催

協
会
で
雨
や
風
を
凌
げ
る
コ
ン

テ
ナ
置
き
場
を
新
設
。
同
時
に
、

幅
14
Ｍ
、
高
さ
２
Ｍ
の
古
く
な

っ
た
木
製
フ
ェ
ン
ス
を
解
体
し

、
和
風
の
焼
き
板
を
使
用
し
た

板
塀
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

川
﨑
支
部
長
（
第
２
地
連
副

補
修
技
術
奉
仕
を
行
い
ま
し
た
。

　

役
員
を
中
心
に
13
人
の
組
合

員
が
８
時
半
に
集
合
し
、
６
か

　

組
合
員
10
人
が
講
師
を
務
め
、

午
前
は
９
時
よ
り
親
子
12
組
の

参
加
、
午
後
は
１
時
よ
り
親
子

14
組
の
参
加
で
し
た
。

　

板
に
「
切
り
取
る
・
取
り
付

け
る
・
釘
を
打
ち
付
け
る
」
た

め
の
線
を
引
き
、
ノ
コ
で
切
り
、

で
、
担
当
地
区
は
西
城
地
区
・

東
城
地
区
で
し
た
。

　

25
日
に
は
西
城
地
区
で
西
城

中
学
校
下
バ
ス
停
下
り
国
道
１

８
３
号
線
新
築
工
事
（
西
城
中

野
バ
ス
停
）
を
組
合
員
９
人
の

参
加
で
行
い
ま
し
た
。
前
も
っ

て
18
日
に
バ
ス
停
の
基
礎
を
作
っ

て
置
く
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
に
25

日
に
バ
ス
停
の
骨
組
み
・
屋
根
・

壁
な
ど
の
完
成
を
早
く
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

26
日
の
東
城
地
区
は
東
城
児

童
ク
ラ
ブ
（
棚
の
設
置
・
戸
棚

に
鍵
の
設
置
）
、
帝
釈
じ
ゃ
ん

第２地連第２地連
芦 品芦 品

第６地連第６地連
江 田 島江 田 島

第８地連第８地連
広 島 西広 島 西

第12地連第12地連
庄 原庄 原

地
連
長
）
を
先

頭
に
組
合
員
が

一
丸
と
な
り
、

前
日
か
ら
の
支

度
、
当
日
の
息

の
合
っ
た
作
業
、

一
人
ひ
と
り
の

特
化
し
た
技
術

所
に
分
か
れ
て
作
業

し
ま
し
た
。

　

学
校
施
設
で
は
遊

具
の
塗
装
、
タ
イ
ヤ

跳
び
の
撤
去
、
教
室

の
天
井
修
繕
な
ど
多

く
の
作
業
を
分
担
し

釘
を
打
つ
手
順
で
作
業
を
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、
な
か
な
か
思
う

よ
う
に
ノ
コ
が
引
け
ず
、
釘
打

ち
作
業
で
も
真
っ
す
ぐ
打
て
な

く
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、
講

師
の
補
助
も
あ
り
、
何
本
か
打

つ
う
ち
に
上
手
く
打
て
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
子
供
さ
ん
か
ら

は
、
「
ノ
コ
ギ
リ
を
ま
っ
す
ぐ

ぷ
（
看
板
づ
く
り
・
木
の
看
板

を
削
る
）
、
東
城
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
（
ロ
ッ
カ
ー
の
棚
設

置
）
、
田
森
保
育
所
（
ト
イ
レ

の
戸
修
理
・
園
庭
の
木
造
小
屋

の
補
強
工
事
）
を
組
合
員
７
人

の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
お
暑
い

中
住
宅
デ
ー
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
講
習
会
や

資
格
習
得
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も

行
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
理

解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

を
集
結
さ
せ
て
無
事
に
ケ
ガ
な

く
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

広
島
建
労
の
活
動
に
も
ご
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。

て
進
め
、
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で

は
、
二
宮
金
次
郎
像
の
モ
ル
タ

ル
補
修
も
や
り
ま
し
た
。

早
く
終
わ
っ
た
人
は
別
の
場

所
に
応
援
に
行
き
、
皆
の
協
力

で
安
全
に
す
べ
て
の
作
業
を
完

了
で
き
ま
し
た
。

　

組
合
加
入
し
て
間
も
な
い
若

い
仲
間
も
参
加
し
て
く
れ
、
と

て
も
頼
も
し
く
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。

　

暑
い
中
、
参
加
い
た
だ
い
た

組
合
員
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

引
く
の
が
難
し
か
っ

た
」
「
釘
を
打
つ

時
に
力
が
い
る
の

で
腕
が
疲
れ
た
け

ど
楽
し
か
っ
た
」

「
ま
た
参
加
し
た

い
」
な
ど
…
。
も

の
作
り
の
楽
し
さ

を
体
験
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

　

参
加
し
て
い
た

だ
い
た
皆
様
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　今月は、今更聞くに聞けない税金のＱ&Aをまとめてみました。
　雑学として、ご家族、ご友人とクイズ形式で楽しんでみて
下さい。

Ｑ1：脱税とは何ですか？
Ａ1：悪いことと分かっていながら、いろいろな手段や方法で
税金をごまかして少なく納めたり、まったく納めなかったり
することを脱税といいます。
　例えば、会社の場合、買っていないものを経費としたり、
売上の金額を少なく計算するなどして、もうけたお金の金額
を実際より少なく見せかけることをいいます。
Ｑ2：脱税した人はどうなるのですか？
Ａ2：調査をして正しい金額の税金を納めてもらいます。中で
も特に悪質な人は、正しい金額の税金を納めるだけでなく、
裁判にかけられ、判決によっては罰金を払ったり、刑務所に
入れられることになります。
Ｑ3：「マルサ」とは何ですか？
Ａ3：国税庁と全国の各国税局には、通称「マルサ」と呼ば
れている査察部や査察課という部署があります。ここでは、
国税査察官という人たちが働いています。国税査察官の仕事
は、裁判官に許可をもらい、多額の税金を悪質にごまかして
いる疑いのある人を強制的に調査して、検察官に告発する
（裁判をかけてもらうよう引継ぎをする）ことです。
Ｑ4：外国人も日本に税金を納めているのですか？
Ａ4：日本人以外の人でも、日本国内で働いて得た収入がある
と、税金を納めなければなりません。例えば、外国から日本
に公演に来た歌手やダンサーなどの芸能人が受け取る公演料
にも税金はかかります。また旅行などで日本に来て、電車に
乗ったり、ホテルに泊まった場合には、消費税を負担するこ
とになります。
Ｑ5：子どもでも税金がかかりますか？
Ａ5：子どもも税金がかかることがあります。例えば、買い物
などをすると、消費税を負担することになります。また、銀
行に預金したり郵便局に貯金をしていれば、その利子に所得
税がかかります。その他に、子どもでも働いている人（芸能
人など）や、親が亡くなったりして財産をもらう人には税金
がかかる場合もあります。
Ｑ6：納められた税金はどこで保管しているのですか？
Ａ6：郵便局や銀行、税務署の窓口で納められたあと、国の預
金先である日本銀行に預けられます。
Ｑ7：最初に所得税が導入された国はどこですか？
Ａ7：世界で初めて所得税を導入したのは、18世紀末のイギ
リスです。1799年にナポレオン戦争の戦費を補うために創設
されたそうです。日本では1887年に導入されました。
Ｑ8：税金は全部で何種類くらいあるのですか？
Ａ8：全部で約50種類あります。

　日時は以下の通りです。広島建労HP
「新着情報」に掲載の開催案内に従って
お申込みください。申込書は地連窓口に
も設置しています。

日　時：10月30日（日）
①９：00～13：30
②13：45～18：15

会　場：建労本部　草津事務所
（西区草津東1-7-32）

受講料：組合員3,500円、員外4,500円
定　員：①②とも各20人
申込み：10月14日（金）までに所属の地
連事務所へ申し込んでください

　日時は以下の通りです。広島建労HP
「新着情報」に掲載の開催案内に従って
お申込みください。申込書は地連窓口に
も設置しています。

日　時：11月6日（日）9：00～16：00
会　場：広島県建設労働組合

第1地連福山　3階会議室
（福山市東深津町5-1-3）

受講料：組合員4,000円、員外5,000円
定　員： 35人
申込み：10月21日（金）までに所属の地
連事務所へ申し込んでください

　日時は以下の通りです。広島建労HP
「新着情報」に掲載の開催案内に従って
お申込みください。申込書は地連窓口に
も設置しています。

日　時：11月20日（日）9：00～16：30
会　場：建労本部　草津事務所

（西区草津東1-7-32）
受講料：組合員4,000円、員外5,000円
定　員： 20人
申込み：11月4日（金）までに所属の地連
事務所へ申し込んでください

税金Ｑ＆Ａコーナー

◆今更聞けない税金について◆
税金対策部

「丸のこ等取扱い作業従事者教育」
講習を開催します

「足場の組立て等特別教育」
講習を開催します

「足場の組立て等特別教育」
講習を開催します
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事業所等資格確認ハガキの送付について

職 種 分 類 表

交通事故・けんかなど
第三者傷害にあったらすぐ連絡を

被保険者の
課税標準額の調査について

交通事故にあったときは

警察に連絡・建設国保へ届け出

建設国保からのお知らせ 広島県建設国民健康保険組合

　組合員さん一人一人へ、組合員資格に係る事項について
建設国保が把握している内容を記載したハガキを作成し、
送付致しますので、「住所」「職種」「事業区分」「事業
所名」に変更等がないか確認して頂き、変更等ある場合は
お手数ですが所属地域連合へご連絡のうえ、必ず変更の届
出を行って頂きますようお願いいたします。
　なお、建設国保組合での職種は、県の認可事項により21
種類で分けられています。自分がどの職種に該当されるか
は、「職種分類表」で確認をお願いします。

建設国保組合 建設労働組合 国土交通省（建設職種H9/11）
１大工（型枠大工・壁下地工・建築設計士・建築
請負・建築管理士・のこの目立て工を含む）

３大工　40建築設計　42壁下地工　２建築請負　43建築管理
　44のこの目立て

建築大工　宮大工　造作大工　墨だし大工　型枠大工　枠組み壁工
法フレーマ

２左官（木舞工・ラス工を含む） ４左官工　35ラス張り　37木舞 モルタル練工　土間押工　研磨工　ボード張工　左官吹付工

３とび職 ５とび工　48解体工 足場とび工　くい打ち工　鉄骨とび工　建築とび工　玉掛工　重量物
とび　山留とび　仮設とび

４石工 ６石工・石材 目地工　石積工　現テラ工　補石工

５煉瓦積工（ブロック工を含む） 33煉瓦積工・ブロック工 耐火れんが工　れん が目地工　特殊れんが工　目地工　建
築ブロック工　タイルブロック工　特殊ブロック工

６タイル工 10タイル工 目地工　タイルクリーニング工　タイル選別工

７土工（土木工・ハツリ工を含む） １土木　13舗装工　14浚渫工　24さく井工（井戸掘り）　38ハ
ツリ工 掘削工　コンクリート打設工　舗装工　さく井工　測量士

８屋根ふき工（瓦工を含む） ７屋根工・瓦ふき工　※太陽光パネル設置のみ かわらぶき工　金属屋根葺工　スレート工　下ふき工
９板金工 15板金工 ・サイディング 建築板金工　板金屋根ふき工　板金ダクト工　とい工
10電気工 ８電気工　22電気通信工　※電気工事含む太陽光パネル設置 電工　配線工　送電工

11配管工（空調工・給排水工を含む） ９配管工　21熱絶縁工　26水道施設工　27消防施設工　49
冷暖房

空調配管工　衛生配管工　防災配管工　ガス配管工　ダクト工　保温
工　耐火被覆工

12塗装工（看板工・ガン吹付工を含む） 17塗装工　18防水工　46看板工　47外装
建築塗装工　金属塗装工　木工塗装工　塗装吹付工　防水（アス
ファルト・シート・塗膜・モルタル・コンクリート・目地・注入・コーキ
ング・シール・シーリング・プレハブ建築）

13硝子工 16ガラス工 ガスケット工　ガラスブロック工　合成樹脂工

14造園工（植木職人を含む） 23造園工 植栽工　地被工　景石工　地ごしらえ工　芝張工　造園修景工公園
設備工　水景工

15鍛冶工 45鍛冶工

16溶接工 11鋼構造物工　39溶接工 鉄構組立工　スタッド工　軽鉄工　金物工　アーク溶接工　ガス溶
接工

17建具工（サッシ工・家具工・木工・表具士・経
師・室内装飾・床張工を含む）

19内装仕上げ工　25建具工・木工　34表具　36サッシ工41製
材工

サッシ工　シャッター工　カーテンウォール取付工　鋼製建具工　木
製建具工　襖工　カーペット工　表装工　内装ボード張り工　壁装工
　床張り工　縫製工　家具工　ユニット工　インテリア工

18畳工 29畳工
19重作業員（建設関係自動車運転士・建設関係
機械運転士を含む） 20機械器具設置工　30建材運搬 設備機械工　昇降機技能工　建設機械運転工　クレーン運転工電気

計装工
20軽作業員（工務店事務員・家洗い工を含む） 28清掃施設工　31軽作業員　32工務店事務
21鉄筋工（鉄骨工・鉄工を含む） 12鉄筋工 鉄筋組立工　鉄筋ガス圧接工

職種の分類は下表のとおりです。

◎建設国保に『第三者行為による被
害届』を提出
事故証明書を添付

～示談について～
・示談は焦らず慎重に行い、治療が
全部済んでから行うようにする
・示談の内容によって建設国保が支
払っている治療費を加害者に請求で
きなくなることがあるので、示談を
する前に必ず建設国保に連絡を

★注　意★
　仕事中や通勤・帰宅途中の交通事
故については、労働災害になり、労
災保険を使って治療を受けることに
なります。建設国保へ届け出ても保
険証を使って治療を受けることはで
きません。

　交通事故やけんか、飼い主のいる犬や猫等に咬ま
れた場合など第三者によって受けた傷病の場合、その
治療については第三者が負担するべきもので保険証を
使って治療できないことになっています。
　しかし、建設国保へ届け出て所定の手続きを行うこ
とにより、一時的に保険証を使って治療を受けることが
できます。
　交通事故やけんか、飼い主のいる犬や猫等に咬まれ
た場合など第三者傷害にあったときには、すぐに建設
国保へ連絡してください。
　届け出により保険証を使って治療を受けた治療費に
ついては、ひとまず建設国保が７割の金額を医療機関
へ支払いますが、それは加害者の代わりに立て替えて
支払うというだけで、後日加害者へ請求し建設国保へ
支払っていただくようになりますので、注意してください。
　示談については、その内容によって建設国保が立て
替えている治療費を加害者に請求できなくなることがあ
ります。慎重に行い、示談の前には必ず建設国保へ連
絡するようにしましょう。

　建設国保は自主運営の組合で、組合員の皆さんから納めて頂く保
険料と国からの補助金により運営を行っておりますが、この国からの
補助金は建設国保へ加入している方々の所得状況により補助率が決
定し補助されることとなっております。また、この調査は国からの指
示により3年に1度の実施となり、今年度は実施の年となっております。
　調査事項は令和4年度の市町村民税に係る課税標準額で、調査対
象者は令和4年5月1日現在で加入されている組合員とその家族の方
となります。なお、当国保組合の最低必要調査人数は2500人と定
められており、決められた方式に則り決定されております。
　調査方法につきましてはマイナンバーを利用し、お住まいの自治
体に直接照会のうえ情報を取得させて頂くことから、対象者の方に
お手数をおかけすることは少ないものと考えておりますが、照会の
結果、必要な情報が取得出来なかった場合にはご連絡等させていた
だくこともありますので、その際にはご協力いただきますようお願
いいたします。
　また、調査対象となられた組合員の方につきましては、7月下旬に
オレンジ色の封筒にてご案内を送付しておりますので、国保組合を
運営するにあたり大変重要な調査となっておりますことご理解いただ
き、ご協力いただきますよう重ねてお願いいたします。

【
送
付
さ
れ
る
事
業
所
等
資
格
確
認
ハ
ガ
キ
】

【
圧
着
部
分
の
内
面
】

広島県建設国民健康保険組合

重  要 ご案内は内側にあります。
はがして必ずご確認ください。

〒733-0013　広島市西区横川新町13番12号

TEL　082―291―5894 
FAX　082―291―5832

　建設国保組合員の加入資格について、厚生労働省より
今まで以上に厳しく守るよう指導されています。適正な組
合員資格が守れていない場合は、他の医療保険へ異動し
ていただくようになりますので、組合員資格について疑問
等がある場合は、必ず所属の地域連合事務所あるいは建
設国保にご相談してください。

組合員資格判定基準は、次の①～④です。
①広島県建設労働組合に加入し、建築業に従事している。
②広島県内に居住している。

③社会保険など他の保険制度の適用を受けていない。
④法人事業所事業主及び従業員・従業員が５人以上の個人
 　事業所の従業員は、社会保険の適用を受けなければいけ
 　ませんが、社会保険の適用除外承認を受けている。

岡山県・鳥取県・島根県・山口県・愛媛県に居住している
が、広島県内の法人事業所に毎日通勤している場合は、広
島県内に居住していなくても資格判定に問題はありません。

一人親方・個人事業所の事業主・従業員が５人未満の個人
事業所の従業員・外注の職人は、問題ありません。

組合員資格の確認について組合員資格の確認について お住まいの
住　　　所

職　　　種

事 業 区 分

事 業 所 名

事業区分が「職人」、「一人親方」の場合で屋号の届出がない
場合は、事業所名欄は空欄となっています。

　平素より国保組合事業にご理解ご協力を賜り、誠
に有難うございます。
　現在、あなたより届出をして頂いております上記
の「住所」「職種」「事業区分」「事業所名」につい
て、確認をして頂き変更等がある場合は、お手数で
すが所属の地域連合事務所へご連絡のうえ、必ず変
更の届出を行って頂きますようお願いいたします。

郵 便 は が き 確　　認　　事　　項

料金別納
郵  便

広島県建設国民健康保険組合

重  要 ご案内は内側にあります。
はがして必ずご確認ください。

〒733-0013　広島市西区横川新町13番12号

TEL　082―291―5894 
FAX　082―291―5832
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が、広島県内の法人事業所に毎日通勤している場合は、広
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事業所の従業員・外注の職人は、問題ありません。
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　平素より国保組合事業にご理解ご協力を賜り、誠
に有難うございます。
　現在、あなたより届出をして頂いております上記
の「住所」「職種」「事業区分」「事業所名」につい
て、確認をして頂き変更等がある場合は、お手数で
すが所属の地域連合事務所へご連絡のうえ、必ず変
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　建設国保組合員の加入資格について、厚生労働省より
今まで以上に厳しく守るよう指導されています。適正な組
合員資格が守れていない場合は、他の医療保険へ異動し
ていただくようになりますので、組合員資格について疑問
等がある場合は、必ず所属の地域連合事務所あるいは建
設国保にご相談してください。

組合員資格判定基準は、次の①～④です。
①広島県建設労働組合に加入し、建築業に従事している。
②広島県内に居住している。

③社会保険など他の保険制度の適用を受けていない。
④法人事業所事業主及び従業員・従業員が５人以上の個人
 　事業所の従業員は、社会保険の適用を受けなければいけ
 　ませんが、社会保険の適用除外承認を受けている。

岡山県・鳥取県・島根県・山口県・愛媛県に居住している
が、広島県内の法人事業所に毎日通勤している場合は、広
島県内に居住していなくても資格判定に問題はありません。

一人親方・個人事業所の事業主・従業員が５人未満の個人
事業所の従業員・外注の職人は、問題ありません。

組合員資格の確認について組合員資格の確認について お住まいの
住　　　所

職　　　種

事 業 区 分

事 業 所 名

事業区分が「職人」、「一人親方」の場合で屋号の届出がない
場合は、事業所名欄は空欄となっています。

平素より国保組合事業にご理解ご協力を賜り、誠
に有難うございます。
現在、あなたより届出をして頂いております上記

の「住所」「職種」「事業区分」「事業所名」につい
て、確認をして頂き変更等がある場合は、お手数で
すが所属の地域連合事務所へご連絡のうえ、必ず変
更の届出を行って頂きますようお願いいたします。

郵 便 は が き 確　　認　　事　　項

料金別納
郵  便

裏面表面 中面

はがす

令和4年7月1日現在の有資格組合員世帯に7月下旬より発送して
おりますので、日常の健康管理や応急の対応にお役立て下さい。

令和4年度
家庭救急常備薬
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18
日　

(

一
社)

訓
練
・
建
築
セ
ン
タ
ー
協
会
理
事
会

19
日　

第
４
地
連
安
全
講
習
会
（
三
原
会
館
）

21
日　

第
６
地
連
木
工
教
室

24
日　

第
３
０
５
回
執
行
委
員
会

26
日　

第
５
地
連
第
３
回
特
定
健
診

27
日　

第
３
地
連
特
定
健
診

28
日　

第
１
地
連
青
年
部
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
　
　

第
２
地
連
特
定
健
診
（
松
永
支
部
会
館
）

　
　
　

第
５
地
連
木
工
教
室

　
　
　

第
10
地
連
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
３
日　

第
８
地
連
第
２
回
特
定
健
診
、

　
　
　

節
目
が
ん
検
診
、
ア
ス
ベ
ス
ト
検
診

　
４
日　

石
綿
使
用
建
築
物
解
体
等
業
務
特
別
教
育

11
日　

第
５
地
連
第
４
回
特
定
健
診

13
日　

第
10
地
連
特
定
健
診

16
日　

第
２
地
連
特
定
健
診
（
新
市
公
民
館
）、

ヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
検
診
（
芦
品
支
部
会
館
）

17
日　

第
３
地
連
特
定
健
診

18
日　

丸
の
こ
等
取
扱
い
作
業
従
事
者
教
育

17
〜
19
日　

第
38
回
全
国
青
年
技
能
競
技
大
会

25
日　

第
１
地
連
青
年
部
ゴ
ル
フ
大
会

25
〜
26
日　

第
１
地
連
社
保
対
研
修
旅
行

29
日　

第
８
地
連
女
性
会
健
康
料
理
教
室

※
あ
く
ま
で
予
定
で
す(

後
日
変
更
あ
り)

。
詳
細
は
県
本

部
ま
た
は
所
属
の
地
連
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

内　容 件数
打 撲 ・ 捻 挫 ４
工 具 ・ 機 械 ２
切 れ ・ こ す れ １
転 墜 落 １
そ の 他 １

計 ９

地連名 件数
第 １ 地 連 福 山 １
第 ５ 地 連 瀬 戸 内 １ （２）
第 ６ 地 連 江 田 島 １
第 ７ 地 連 広 島 ２ （１）
第10地 連 高 陽 （１）

計 ５ （４）
（　） 内は一人親方

労災事故発生原因

「カンガルーマーク」
クイズ

6月1日の
組織人員
12,116人

紙
面
に
複
数
個
の
「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
」
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
」
の
総
数
（
写
真
内
の
も
の
は
含
ま
な
い
）
を
お
答

え
く
だ
さ
い
。ハ
ガ
キ
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）
に
、「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
の
総
数
・
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
所
属
地
連
名
・『
広
建
新
報
』
に
つ

い
て
ひ
と
こ
と
感
想
」
を
明
記
し
て
、
広
島
建
労
・
県
本
部
ま
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
応
募
可
能
〈
「
組
合
員
専
用
」
ペ
ー
ジ
〉
で
す
。
抽

選
の
上
、
10
人
の
方
へ
ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
応
募
締
め

切
り
は
今
月
末
（
消
印
有
効
）
ま
で
で
す
（
正
解
：
7
月
号
は
３
個
）
。

▼
８
〜
９
月
の
行
事
予
定
▲

労働災害地連別件数一覧表
令和4年6月分

労災保険に入りましょう

大
工
の
部

就任祝いの花を手にする原委員長

左
官
の
部

あ
っ
と
い
う
間
の
１
時
間
半
で

マ
ス
ク
越
し
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い

画
面
を
見
な
が
ら
説
明
を
聞
く

原
寸
図
作
成
を
重
点
的
に

8月9月

１
、２
地
連
合
同
で

大
工・左
官・各
職
講
習

３
人
目
の
執
行
委
員
長

原
正
氏
就
任
の
祝
賀
会

夏
〜
秋
の
暑
さ
に
強
い

寄
せ
植
え
を
楽
し
む

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
書
き
方
説
明
会

32
人
が
参
加
し
登
録
審
査

大
工
・
左
官
で
技
術
講
習

日
頃
で
き
な
い
技
術
を
学
ぶ

　

【
第
１
地
連
・
教
宣
部
員
・

野
田
芳
史
】
技
術
講
習
会
が
、

７
月
３
日(

日)

に
広
島
県
立
福

山
高
等
技
術
専
門
校
に
お
い
て
、

第
１
・
第
２
地
連
合
同
で
行
わ

　

【
教
宣
専
門
委
員
・
松
田
茂

典
】
５
月
29
日(

日)

呉
阪
急
ホ

　

【
主
婦
の
会
・
佐
々
木
順
子
】

第
11
地
連
三
次
主
婦
の
会
で
は
、

５
月
28
日(

土)

安
芸
高
田
市
に

あ
る
園
芸
王
国
パ
ス
タ
イ
ム
で

寄
せ
植
え
の
会
を
開
催
。
夏
か

ら
秋
に
か
け
暑
さ
に
強
い
植
物

の
寄
せ
植
え
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

先
生
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
植
物

の
特
性
や
、
長
く
楽
し
む
た
め

の
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
自
分
で
寄
せ

植
え
を
す
る
と
き
の
色
の
バ
ラ

ン
ス
、
根
っ
こ
の
処
理
の
方
法
、

育
っ
て
い
く
過
程
で
の
注
意
点

な
ど
も
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、

寄
せ
植
え
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

先
生
の
お
話
は
と
て
も
楽
し

　

【
教
宣
専
門
委
員
・
金
島
幹

昌
】
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
（
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
申
請
書
の
書
き
方
説

明
会
を
６
月
19
日(

日)

午
後
２

れ
ま
し
た
。

　

参
加
人
数
は
、
第
１
地
連
24

人
、
第
２
地
連
15
人
。
山
路
書

記
長
（
第
２
地
連
）
の
司
会
で

開
会
式
を
行
い
、
高
橋
地
連
長

テ
ル
に
お
い
て
、
原
正
執
行
委

員
長
就
任
祝
賀
会
を
開
催
し
、

く
、
お
花
に
対
す
る
愛
を
語
っ

て
い
た
だ
い
て
時
間
の
た
つ
の

も
忘
れ
て
し
ま
う
本
当
に
あ
っ

と
い
う
間
の
１
時
間
半
で
し
た
。

　

参
加
し
た
方
々
か
ら
「
こ
の

教
室
は
楽
し
み
に
し
て
い
た
の

よ
」
「
初
め
て
参
加
し
た
ら
と
っ

て
も
楽
し
か
っ
た
。
も
っ
と
前

か
ら
参
加
し
て
お
け
ば
良
か
っ

た
わ
」
な
ど
、
う
れ
し
い
声
を

た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
ス
ク
越
し
の
笑
顔
が
こ
う

や
っ
て
活
動
を
続
け
て
い
く
こ

と
の
原
動
力
に
な
り
ま
す
。

　

寄
せ
植
え
の
鉢
を
大
事
に
抱

え
て
帰
っ
て
行
か
れ
る
皆
さ
ん

の
後
ろ
姿
に
、
今
年
度
計
画
し

た
い
ろ
い
ろ
な
行
事
で
ま
た
会

い
ま
し
ょ
う
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

時
よ
り
、
第
12
地
連
庄
原
会
館

で
開
催
。
会
社
９
社
と
個
人
16

人
の
総
勢
32
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

酒
井
賃
対
専
門
委
員
の
趣
旨

説
明
の
後
、
青
掛
地
連
長
の
開

会
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
県
本
部
職
員
を
招

き
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
画
面

を
見
な
が
ら
申
請
書
へ
の
記
入

の
仕
方
、
こ
れ
か
ら
の
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
の
必
要
性
や
登
録
費
の
助
成

　

【
大
工
技
術
専
門
委
員
・

西
川
清
一
】
６
月
12
日(

日)

、

倉
橋
の
西
本
工
務
店
作
業
場

に
お
い
て
技
術
講
習
会
を
開

催
。
参
加
者
14
人
の
う
ち
、

受
講
者
は
大
工
４
人
、
左
官

１
人
で
し
た
。

　

大
工
の
部
の
課
題
は
四
方

転
び
踏
み
台
で
、
県
・
小
牧

技
対
部
長
を
講
師
に
迎
え
、

丁
寧
な
ご
指
導
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

大
切
な
原
寸
図
作
成
や
墨

第１地連第１地連
福 山福 山

第５地連第５地連
瀬 戸 内瀬 戸 内

第11地連第11地連
三 次三 次

第12地連第12地連
庄 原庄 原

第５地連第５地連
瀬 戸 内瀬 戸 内

令和３年度・佳作

安
全
確
認

気
付
く
目

探
す
目

感
じ
る
目

労働安全標語

第２地連芦品
藤木　翔平さん （

第
２
地
連
）
の
あ
い
さ
つ
、

技
術
専
門
校
の
滝
口
講
師
の
説

明
の
後
、
大
工
の
部
は
小
山
講

師
の
下
で
刃
物
研
ぎ
、
左
官
の

部
は
真
田
講
師
の
下
で
塗
装
の

講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
各
講
師
の
指
導
の

下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
午
前
、

午
後
と
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
か
ら
各
職
部
で

ミ
ニ
畳
製
作
の
講
習
会
が
行
わ

れ
、
甲
斐
講
師
の
説
明
に
従
い

そ
れ
ぞ
れ
製
作
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
清
掃
を

行
い
閉
会
式
と
な
り
、
閉
会
の

あ
い
さ
つ
を
門
主
地
連
長
（
第

１
地
連
）
が
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
講
師
の
方
か
ら

要
点
を
指
導
さ
れ
、
有
意
義
な

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

各
地
連
か
ら
72
人
の
組
合
員
さ

ん
に
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
第
66
回
定
期
大

会
に
お
い
て
、
原
正
氏
が
執
行

委
員
長
に
就
任
さ
れ
た
た
め
、

皆
様
に
今
後
の
活
躍
に
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
り
た
く
開
か
れ
ま

し
た
。

　

第
５
地
連
瀬
戸
内
か
ら
は
今

ま
で
、
地
連
に
な
る
前
の
呉
支

部
の
時
に
尾
茂
田
孝
信
さ
ん
、

地
連
に
な
っ
て
か
ら
奥
川
正
司

さ
ん
の
２
人
が
執
行
委
員
長
に

就
任
さ
れ
て
お
り
、
原
さ
ん
で

３
人
目
の
執
行
委
員
長
と
な
り

ま
す
。

　

委
員
長
あ
い
さ
つ
で
は
、
一

な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

質
問
に
も
分
か
り
や
す
く
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
参
加
者
１
人
１
人
丁

寧
に
登
録
審
査
対
応
し
て
い
た

だ
き
、
参
加
者
か
ら
は
「
参
加

を
し
て
良
か
っ
た
」
と
い
う
声

が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
な
ど
で
、
な
か
な
か
講
習
会

な
ど
の
専
門
部
活
動
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
本
年
度
は

住
宅
デ
ー
な
ど
や
講
習
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
組
合
員

の
皆
様
に
は
参
加
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

付
け
に
重
点
を
置
い
た
た
め
、

全
員
が
時
間
内
に
完
成
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
日
頃
現
場
で

は
経
験
で
き
な
い
技
術
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

左
官
の
部
で
は
家
紋
の
漆
喰

仕
上
げ
を
学
び
ま
し
た
。
下
塗

り
、
上
塗
り
で
材
料
を
変
え
、

墨
を
加
え
て
色
を
付
け
る
な
ど

し
て
、
大
変
す
ば
ら
し
い
家
紋

が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

予
防
の
た
め
、
全
員
マ
ス
ク
を

着
用
し
、
い
つ
も
よ
り
間
隔
を

広
く
と
る
な
ど
し
て
講
習
会
を

行
い
、
ケ
ガ
な
く
無
事
に
終
了

し
ま
し
た
。

組
合
員
か
ら
第
５
地
連
瀬
戸
内

の
役
員
、
そ
れ
か
ら
県
の
役
員
、

そ
し
て
今
の
執
行
委
員
長
に
就

任
す
る
ま
で
の
い
ろ
い
ろ
な
人

々
と
の
出
会
い
や
交
流
に
つ
い

て
ジ
ョ
ー
ク
を
交
え
、
「
組
合

員
の
減
少
や
そ
の
他
い
ろ
い
ろ

な
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
や
る

か
ら
に
は
一
生
懸
命
や
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
力
強
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
た
め
会
食
は
中
止
と
な

り
、
出
席
さ
れ
た
皆
様
に
は
お

弁
当
と
お
菓
子
を
お
渡
し
し
て

祝
賀
会
は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
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